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平成１６年９月中間期業績予想の修正に関するお知らせ

  平成１６年５月２７日の平成１５年度決算発表時に公表した平成１６年９月中間期の業績予

想を下記のとおり修正いたします。

記

１．平成１６年９月中間期業績予想数値の修正（平成16年４月１日～平成16年９月30日）

  【単体】
（単位：百万円）

前  回  発  表  予  想 （Ａ）

今  回  修  正  予  想 （Ｂ）

増       減       額  （Ｂ－Ａ)

増       減       率 （％）
（ご参考）

  【連結】
（単位：百万円）

前  回  発  表  予  想 （Ａ）

今  回  修  正  予  想 （Ｂ）

増       減       額  （Ｂ－Ａ)

増       減       率 （％）
（ご参考）

46,000

47,200

10,000

13,100

2.6

1,500 4,100

31.0

55,000

56,500

10,500

14,600

48,077 13,076

2.7 39.0 23.3

前中間期実績（平成１５年９月中間期) 57,094 14,111 6,530

経常利益

6,000

7,400

1,300

21.7

3,100

6,000

7,300

6,391

1,200

1,400

中間純利益

経常収益 経常利益 中間純利益

前中間期実績（平成１５年９月中間期)

経常収益

－１－



２．修正の理由

（１）単体業績予想の修正理由

      経費の圧縮等により、一般貸倒引当金繰入前業務純益が当初見込みを上回ったことに加

    え、要管理先債権の残高の減少を主因として、一般貸倒引当金が当初見込みを上回る取崩

    しとなったことから、経常利益、中間純利益とも前回発表予想を上回るものであります。

      なお、業務純益が前回発表予想を下回るのは、一般貸倒引当金の取崩額が個別貸倒引当

    金の繰入額を上回ったため、その差額を貸倒引当金取崩額として特別利益に計上したこと

    によるものです。

【参考】平成１６年９月中間期単体業績予想

（単位：億円）

増減額

（Ａ） （Ｂ） (B)-(A) 実  績

 業務粗利益

  経  費

 業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

 一般貸倒引当金繰入額 ①

 業務純益

 臨時損益

うち不良債権処理損失②

 経常利益

 特別損益

うち貸倒引当金取崩額③ （注１）

うち所有不動産償却額 （注２）

 中間純利益

 与信関係費用 ①＋②－③

注１．一般貸倒引当金が65億円の取崩、個別貸倒引当金が55億円の繰入となりますので、その差

    額の10億円を貸倒引当金取崩額として特別利益に計上しております。

注２．自己査定基準に基づく所有不動産の償却額を、特別損失に計上しております。

（２）連結業績予想の修正理由

      主に単体の業績予想の修正によるものであります。

３．平成１７年３月期通期業績予想（単体・連結）

    通期の業績予想につきましては、１１月に予定しております中間決算発表時にお知らせい

  たします。

                                                                             以   上

平成15年9月期

2 429418

127 139 12
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